
忘れずに
つれてって！

《生ポリオワクチンの場合》

《不活化ポリオワクチンの場合》

41日以上の
間隔をおく

こう変わります

　
41
日
（
６
週
間
）
以
上
の
間

隔
を
お
い
て
２
回
服
用
し
ま
す
。

　
20
日
〜
56
日
の
間
隔
を
お
い
て

３
回
の
接
種
（
初
回
接
種
）
後
、

６
か
月
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
、

４
回
目
の
追
加
接
種
を
受
け
ま
す
。

※
 

生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
、

・ 

１
回
接
種
済
み
の
方…

不
活
化

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
３
回
接
種

し
ま
す
。

・ 
２
回
接
種
済
み
の
方…

不
活
化

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

※

今
ま
で
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
自

費
で
接
種
さ
れ
た
場
合
、
残
り
の
接

種
回
数
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

20～56日
の間隔を
おく

６か月間
以上の
間隔をおく

無料自己負担

20～56日
の間隔を
おく

1回目2回目3回目4回目

初回接種追加接種

★�生後３か月〜７歳６か月の
子どもさんが対象です。
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◆
ポ
リ
オ
と
は

　
「
小
児
ま
ひ
」
と
も
呼
ば
れ
、
ウ
イ

ル
ス
に
よ
っ
て
、
主
に
手
足
の
ま
ひ
を

起
こ
す
病
気
で
す
。

　
現
在
は
、
経
口
（
飲
む
）
タ
イ
プ
の

生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
投
与
を
春

と
秋
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
導
入

　
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
後

で
、ご
く
ま
れ
に（
１
０
０
万
人
に
１
・

４
人
）
麻ま

痺ひ

を
お
こ
す
こ
と
が
あ
っ
た

た
め
、
ウ
イ
ル
ス
を
不
活
化
し
て
つ

く
っ
た
ワ
ク
チ
ン
を
注
射
す
る
方
法
に

変
更
し
ま
す
。

※�

不
活
化
…
化
学
処
理
な
ど
で
抗
体
を

生
成
さ
せ
る
働
き
を
失
う
こ
と
な
く
体

内
で
増
殖
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。

◆
接
種
方
法

◆�

不
活
化
ポ
リ
オ
単
独
ワ
ク
チ
ン
開
始

の
時
期　
今
年
９
月
（
予
定
）

※�

４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
ジ
フ
テ
リ

ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
・
不
活
化

ポ
リ
オ
）
は
、
11
月
の
導
入
に
向
け

準
備
中
で
す
。

※�

導
入
後
は
、
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
は

使
用
し
ま
せ
ん
。

◆
費
用　
３
回
目
ま
で
無
料

※�

４
回
目
の
追
加
接
種
は
、
現
在
有
効

性
な
ど
を
検
証
中
の
た
め
、
９
月
１

日
時
点
で
は
任
意
で
の
接
種
と
な

り
、
全
額
自
己
負
担
で
す
。
検
証
の

結
果
に
よ
っ
て
は
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　
接
種
は
個
別
に
医
療
機
関
で
受
け
て

も
ら
う
予
定
で
す
。
詳
細
が
決
ま
り
次

第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
今
後
も

広
報
誌
な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】　

 

健
康
増
進
課

　
担
当　
南
里
・
古
賀

　
☎
73
・
８
８
２
２

三

生ポリオワクチンから
　　　不活化ポリオワクチンへ
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～
い
い
恋
愛
っ
て
、な
あ
に
？　
デ
ー
ト
D
V
を
考
え
る
～　

D
V
防
止
講
演
会

　
近
年
、恋
人
（
別
れ
た
恋
人
を
含
む
）

の
間
で
の
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
が
問
題
に
な
っ

て
お
り
、
男
女
間
の
「
暴
力
」
の
す
そ

野
が
若
年
層
に
も
広
が
っ
て
い
る
事
態

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
講
演
で
は
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
実
態
と

問
題
点
を
通
し
て
、
恋
愛
に
お
け
る
関

係
性
に
つ
い
て
、
改
め
て
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

※�

暴
力
…
体
へ
の
暴
力
・
心
へ
の
暴

力
・
性
的
暴
力
・
経
済
的
暴
力
の
こ
と

※�

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）
…
パ
ー
ト
ナ
ー
間
に
お
い

て
の
暴
力
の
こ
と

※�

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
…
高
校
生
・
大
学
生
な

ど
の
若
者
間
で
お
こ
る
、
交
際
相
手

か
ら
の
暴
力
の
こ
と

※�

一
時
保
育
を
ご
希
望
の
方
は
６
月
29

日
㈮
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

◆
日
時　
7
月
8
日
㈰

　
　
　
　
13
時
～
15
時
30
分

◆
場
所　
桜
楽
館　

◆
参
加
費　
無
料　

◆
内
容　

●
第
1
部
基
調
講
演　
伊い

田だ

広ひ
ろ

行ゆ
き

さ
ん

●
第
2
部
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

・
司
会
：
原は

ら

健け
ん

一い
ち

さ
ん

（
佐
賀
県
Ｄ
Ｖ
総
合
対
策
セ
ン
タ
ー
所
長
）

・
伊
田
広
行
さ
ん　

・
中な

か

田た

慶け
い

子こ

さ
ん

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

・
D
V
総
合
対
策
セ
ン
タ
ー

　
☎
28
・
１
４
９
２　

・　

�

企
画
課

　
担
当　
福
岡
・
熊
谷

　
☎
63
・
８
８
０
３

牛

【プロフィール】
立命館大学大学院非
常勤講師、神戸大学
非常勤講師

【プロフィール】
NPO法人「ＤＶ防止
ながさき」代表

平
成
24
年
度　
小
城
市
嘱
託
職
員
募
集

◆
採
用
日

　
平
成
24
年
７
月
１
日
以
降

◆
申
込
方
法
（
提
出
書
類
）

　

写
真
を
添
付
し
た
市
販
の
履
歴
書

を
、
学
校
教
育
課
へ
持
参
ま
た
は
、
封

筒
の
表
に
「
履
歴
書
在
中
」
と
朱
書
き

し
て
左
記
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
〒
８
４
５

−

８
５
０
１　

　
小
城
市
小
城
町
２
５
３
番
地
21

　
小
城
市
教
育
委
員
会　

　
学
校
教
育
課　
宛

※�

履
歴
書
に
昼
間
連
絡
が
と
れ
る
電
話

番
号
（
携
帯
電
話
番
号
な
ど
）
を
必

ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

履
歴
書
の
返
送
は
し
ま
せ
ん
の
で
予

め
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

　
６
月
20
日
㈬
～

　
　
　
　
　
　
６
月
28
日
㈭
必
着

◆
採
用
方
法　
面
接

【
問
合
せ
】　

�
学
校
教
育
課　

　
担
当　
岩
崎
・
長
尾

　
☎
73
・
８
８
０
７

小

職　種 業務内容 必要な
資格など 基本的な勤務形態 主な勤務場所 募集人員

（予定） 報酬

給食調理員 学校給食調理 無
月17日程度

（ただし学校給食が
実施される日）

芦刈給食センター １ 月額110,500円

※予定のため内容が変更になることがあります。【嘱�託�職�員】
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国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
の
活
用
を
！

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に

困
難
な
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
で
保
険

料
の
納
付
が
免
除
（
ま
た
は
猶
予
）
さ

れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、
月
額
保

険
料
の
全
部
（
一
部
免
除
の
場
合
は
一

部
）
を
納
め
な
く
て
も
、免
除
（
猶
予
）

さ
れ
た
期
間
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●�

老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢
厚
生
年
金
の

受
給
資
格
期
間
の
25
年
に
算
入
さ
れ

ま
す
。

●�

免
除
さ
れ
た
保
険
料
の
２
分
の
１
が

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
に
反
映
さ

れ
ま
す
。

※�

た
だ
し
、
若
年
者
納
付
猶
予
・
学
生

納
付
特
例
は
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。

●�

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
年
金
の
受
給

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

◆
全
て
の
申
請
に
共
通
な
も
の

・�

年
金
手
帳
な
ど
の
基
礎
年
金
番
号
が

わ
か
る
も
の

・�
認
め
印

◆�

平
成
24
年
１
月
１
日
以
降
に
小
城
市

に
転
入
さ
れ
た
方
の
場
合

　
平
成
24
年
１
月
１
日
居
住
の
住
所
地

で
発
行
の
平
成
24
年
度
の
課
税
所
得
証

明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

免
除
な
ど
の
制
度
の
種
類

①
申
請
免
除

　
保
険
料
の
納
付
が
全
額
免
除
、
ま
た

は
半
額
免
除
な
ど
の
一
部
免
除
（
一
部

納
付
）
と
な
り
ま
す
。

◆
対
象
者

　
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
方

※�

一
部
免
除
さ
れ
た
方
は
、
一
部
納
付

額
を
未
納
さ
れ
る
と
、
一
部
免
除
も

無
効
に
な
り
、
全
額
未
納
と
な
り
ま

す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予

　
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

◆
対
象
者

　
30
歳
未
満
で
、
本
人
、
配
偶
者
の
前

年
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
方

　
①
お
よ
び
②
の
平
成
24
年
度
分
（
平

成
24
年
７
月
か
ら
平
成
25
年
６
月
分
）

の
受
け
付
け
は
、
７
月
２
日
㈪
か
ら
開

始
し
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
（
学
特
）

　
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

◆
対
象
者

　
特
例
が
認
め
ら
れ
た
学
校
（
大
学
・

短
大
・
専
修
学

校
な
ど
）
の
学

生
で
本
人
の
前

年
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
方

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
学
生
証
の
写
し
、
ま
た
は
在
学
証
明
書

退
職
（
失
業
）
時
の

特
例
免
除
制
度

　
免
除
な
ど
の
申
請
を
す
る
年
度
、
ま

た
は
そ
の
前
年
度
に
退
職
（
失
業
）
し

た
方
は
、
特
例
免
除
制
度
を
利
用
で
き

ま
す
。
こ
の
特
例
制
度
は
、
退
職
さ
れ

た
方
の
所
得
状
況
を
除
外
し
て
審
査
が

行
わ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
退
職
さ
れ
た
方
以
外
に
一

定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は
免
除
な

ど
が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
特
例
免
除
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
発
行
）の
写
し
。

※�

公
務
員
の
方
は
退
職
辞
令
の
写
し
で

可
。

◆
申
請
場
所

　
・
各
庁
舎
総
合
窓
口

　
・　

�

国
保
年
金
課

【
問
合
せ
】　

�

国
保
年
金
課　
　

　
担
当　
嘉
村
・
岩
本

��

☎
73
・
８
８
０
２

小

小

平成24年度の保険料は、

月額14,980円
です。
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各
地
区
・
市
民
団
体
や
グ
ル
ー
プ
か

ら
ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
公
民
館
な
ど
に

赴
い
て
講
座
や
講
話
を
行
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
際
は
、
各
担
当
課
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

開
催
時
間
は
、
原
則
と
し
て
平
日
の

９
時
～
21
時
ま
で
の
２
時
間
以
内
で

す
。

※�

開
催
場
所
は
申
込
者
で
確
保
を
お
願

い
し
ま
す
。

小
城
市
出
前
講
座
を　
　
　

　
　
　
ご
活
用
く
だ
さ
い

ＮＯ 講座名 開催場所 備考 担当

1 人権学びあい
（企業なども対象） 公民館など 要望に応じ、地区に出向いて

開催します。
小市民課
☎73・8800

2 消費生活に関する啓発
（CSO団体なども対象） 公民館など 要望に応じ、地区に出向いて

開催します。
小市民課
☎73・8800

3 環境・ごみ減量に関する講座 公民館など 要望に応じ、地区に出向いて
開催します。

小環境課
☎73・8803

4 健康づくり体操
「おぎ、あーも！体操」普及事業

保健福祉センター
など

要望に応じ、出向いて開催し
ます。

三健康増進課
☎73・8822

5 老人クラブ健康教育
（老人クラブ対象） 公民館 要望に応じ、地区に出向いて

開催します。
三健康増進課
☎73・8822

6
市内巡回バス・タクシーにつ
いての説明（時刻・路線・停
留所などについて）

公民館など 要望に応じ、地区に出向いて
ご説明します。

牛企画課
☎63・8803

7 小城の歴史に学ぶ
（牛津町老人会対象） 牛津町地区公民館 牛津町内の地区公民館に出向

いて開催します。

文化課
（桜城館２階）
☎73・8809

8 子育て支援啓発講座 公民館、
保健福祉センター

要望に応じ、地区に出向いて
開催します。

小こども課
☎73・8821

9 幼児教育・保育を学ぶ

公民館、
保健福祉センター、
保育園、
幼稚園

要望に応じ、地区に出向いて
開催します。

小こども課
☎73・8821

10 自主防災組織をつくる 公民館など 要望に応じ、地区に出向いて
開催します。

牛総務課
☎63・8818
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【
問
合
せ
】　

�

市
民
課　

　
担
当　
原
・
井
手　
　

　
☎
73
・
８
８
０
０

小

　小城庁舎　　三日月庁舎　　牛津庁舎　　芦刈庁舎小 三 牛 芦

国または地方公共団体の
機関の名称 請求事由の概要 閲覧の年月日 閲覧に係る住民の範囲

1 自衛隊佐賀地方協力本部 自衛隊法第97条に基づく
募集広報 平成23年６月２日 小城市平成5年4月2日から平成6年4

月1日生まれの男子

申出者の氏名（法人の場合
はその名称および代表者
または管理人の氏名)

請求事由の概要 閲覧の年月日 閲覧に係る住民の範囲

1 NHK佐賀放送局
放送部長　掛川　隆朗 全国個人視聴率調査 平成23年５月11日 小城町小城本町の明治～平成16年生

まれの14人

2 ＮＨＫ佐賀放送局放送部
部長　大泉　謙 全国個人視聴率調査 平成23年９月８日

小城町朝日町・大手町・正徳町・鯖岡・
岡町・蛭子町・三日月町袴田の明治～
平成16年生まれの14人

3 社団法人中央調査社
会長　中田　正博 全国接触者率調査 平成23年９月28日 三日月町堀江・深町の７歳以上（平成

16年12月末日生まれ）の男女12人

4 社団法人新情報センター
事務局長　平谷　伸次

NHK放送文化研究所によ
る「安全保障意識調査」 平成24年１月11日 牛津町柿樋瀬の20歳以上の男女12件

5
株式会社サーベイ
リサーチセンター
代表取締役　藤澤　士朗

日本放送協会（NHK)に
よる「テレビ放送に関す
るアンケート」

平成24年１月12日
小城町晴気・三日月町堀江・三ヶ島・
道辺・牛津町柿樋瀬の16歳以上の男
女72人

6 社団法人新情報センター
事務局長　平谷　伸次

内閣府による「生活の質
に関する調査」 平成24年２月22日 牛津町牛津15歳以上の男女20人
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１、住民基本台帳法第11条第３項の規定に基づく公表（国や地方公共団体の請求によるもの）

２、住民基本台帳法第11条の２第12項の規定に基づく公表（個人や法人の申し出によるもの）

　
最
近
は
、
気
温
の
上
昇
な
ど
の
異
常

気
象
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

☆
エ
コ
ス
タ
イ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
☆

・
エ
ア
コ
ン
の
温
度
設
定
は
28
℃
に
!!

・
軽
装
を
心
が
け
ま
す
!!

☆
４フ

ォ
ー

Ｒア
ー
ル

運
動
☆

　
例
え
ば
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
！

　　
【
問
合
せ
】　

�

環
境
課　

　
担
当　
吉
岡
・
福
元

　
☎
73
・
８
８
０
３

小

６
月
は
未
来
に
つ
な
げ
る

環
境
月
間

★Refuse：マイバッグを持参して、レジ
袋、割り箸をもらわないようにしよう！　

★R
リ

e
デ

d
ュ

u
ー

c
ス

e：過剰包装をせず、必要な分だ
けを買い、ごみを減らそう!　

★R
リ

e
ユ

u
ー

s
ス

e：詰め替えが出来るものを選び繰
り返し使おう!!

★R
リ

e
サ

c
イ

y
ク

c
ル

le：古紙・びん・スチール缶・ア
ルミ缶など分別し、資源として利用しよう!

リ�フ�ュ�ー�ズ
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各課からのお知らせ

住宅には危険がいっぱいです

火災で怖いのは煙です

住まいの防火は、用心と備えから

　市内でも毎年、火災が発生しています。その火災のうち、建物火災が
半数以上を占めています。
（平成23年度の市内での火災による死亡者数は０人）
　大事な家族や家を守るため、防火に取り組みましょう！

【防火の５つの習慣】

　煙は、有毒ガスを多く含んでいます。吸い
込むと中毒死に至ったり、体のマヒなどで動
きがとれなくなったりします。
　煙を吸わないよう、火災から安全に避難し
ましょう。

　住宅火災による死亡者を減少させることを目的として、す
べての住宅に住宅用火災警報器の設置が火災予防条例で義務
付けられています。
◆「住宅用火災警報器」とは
　火災の煙を感知して、居住者に警報音や音声で火災を知ら
せる装置です。　
◆設置場所　各寝室と階段部分などの天井または壁　　
※詳細は、消防署にお尋ねください。

●悪質な訪問販売に注意しましょう！
　特にひとり暮らしの高齢者の方を狙った訪問販売が発生して
います。
　消防職員のような服装や言動で訪問し、勧誘する業者がいます。
　市や消防署が火災警報器を売り歩くことはありません。

（注）佐賀広域消防局管内で住宅用火災警報器・消防用設備を
　　  設置または販売する業者は、届出が必要です。

避難のポイント
・姿勢を低くして避難する。
・いったん避難したら戻らない。
・服装や持ち物にこだわらない。

町 発生件数
（その内建物火災）

小　城 ７（５）
三日月 ７（４）
牛　津 ３（２）
芦　刈 １（０）
合計 18（11）

H23年度�火災発生件数
（林野、その他火災含む）

①寝たばこをしない。

④たこ足配線をしない。②�家のまわりに燃えや
すいものを置かない。

③�火をつけたままコン
ロのそばを離れない。

⑤�ストーブには燃
えやすいものを
近づけない。

【問合せ】
・佐賀広域消防局　予防課　☎33・6765
・小城消防署��☎66・1541
・小城市役所�牛 �総務課　☎63・8818

◀�このマークが表示されて
いるものをお勧めします。

【あなたのいのちを守るために火災警報器を設置しましょう】


